
Ⅲ．住宅市場等の整備・活性化

１．ユニバーサルデザインのまちづくり

○利用者等の計画策定等への参加支援

地域住民、高齢者等の利用者、建築物の整備を行う者、地方公共団体などの

多様な主体から構成される官民協働の協議会組織を、人にやさしいまちづくり

事業に係る整備計画立案等の補助対象に追加する（国の直接補助）。

○市街地における道路空間等と一体となった移動ネットワーク形成

人にやさしいまちづくり事業において、一定の整備計画に基づいて行うスロ

ープ等の高齢者等の快適かつ安全な移動を確保するための施設及びそれらと一

体的に整備されるパブリックスペース（広場等）の整備を実施。

○建築物等のバリアフリー化の促進

人にやさしいまちづくり事業において、不特定多数の者が利用するハートビ

ル法認定建築物におけるエレベーター等の高齢者等の快適かつ安全な移動を確

保するための施設及びそれらと一体的に整備されるパブリックスペース（ホー

ル等）の整備を実施。

○計画開発住宅市街地の再生

ニュータウン等の計画開発住宅市街地をユニバーサルデザインの考えを踏ま

えた複合機能都市として再生するため、住宅市街地総合整備事業等を重点的に

実施する。

○公共賃貸住宅におけるユニバーサルデザインの推進

公共賃貸住宅のバリアフリー化を進めるとともに、地域住宅交付金等を活用

し、公共賃貸住宅の建替え等に際し、福祉施設等の併設を進め、高齢者等の地

域の生活拠点としての整備を推進する。
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